
Q1.今回の実習はあなたにとって有意義でしたか

Q2.「はい」と答えた⽅、その理由を教えてください。
1 患者さんとの会話の仕⽅、質問について⼤事なことが再認識できた。
2 ⾃分に⾜りないところを教えてもらえた。

3

4 産婦⼈科⼭⾨医からアドバイスを頂けた。
5 婦⼈科での特徴的な医療⾯接を知れた。
6 1⼈でできない勉強だから。
7 OSCEを思い出せた。
8 婦⼈科特有の質問事項等があり、よかった。
9 オスキーでの基礎知識を⽣かすことができたため。
10 産科婦⼈科の疾患に特有の⾯接を学ぶことができた
11 産科歴の重要さがわかった
12 久しぶりに練習できてよかったです
13 産婦⼈科特有の質問を学べたから。
14 産婦⼈科に特化した内容を練習することができてよかったです。
15 婦⼈科系の質問すべきことを沢⼭知ることができた。
16 どんな態度でどんなことを聞けばいいのか少しわかった
17 聞くべき内容をもっとしれた
18 産婦⼈科領域の問診は男性にとってなかなか難しいのでそういう機会を得れてよかった

19

20 産婦⼈科の医療⾯接が、難しいことが確認できた。
21 良い練習になった
22 産婦⼈科特有の質問を学ぶことができた
23 実践形式で学ぶことができた
24 良い復習、経験になった。
25 婦⼈科めんせつをはじめてした
26 久しぶりに医療⾯接ができたため
27 患者さんへの共感の仕⽅を考えることができた
28 産婦⼈科特有の⾯接の仕⽅を学べた

⾃分がまだまだ問診の技能が⾜りていないことを実感するよい機会となりました。肯定的メッセージと中⽴的メッセージと
いうのも、患者への声かけとして理解しやすかったです。

臨床の現場に出たときに医療⾯接は必ず経験すると思うので、その練習を今から積んでおくことは⾮常に有意義であると
思ったから。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

患者が⾃由に話せるように、⾃分の態度、⾔動を意識する
患者の理解しやすい⾔葉で話す
患者に関⼼を持って⾯接する

開放型、閉鎖型質問を取り混ぜて、患者の語りを把握する
主訴についてまず、開放型質問で尋ねる

患者の⽒名、年齢を患者の発⾔で確認する
⾃分から挨拶、⾃⼰紹介し⾯接の了解を得る

2023年度婦⼈科医アンケート結果（回答数86）

できた たぶんできた できていなかったかもしれない できなかった



29 ⼥性⽬線の意⾒がわかった
30 何もできないことがわかった
31 診断しながら、問診することの難しさがわかった。
32 婦⼈科特有の質問を学べたから。

33

34 なかなか実習で問診する機会がなかったのでとても良い経験になりました。
35 改めて、患者さんへの共感する態度の重要性について学びました。
36 勉強になりました
37 ほとんど出来なかったので、たくさん吸収できたから
38 医療⾯接の復習とともに産婦⼈科特有の質問もできた。
39 実践の機会が中々ないので、こうしてやってみることで⾜りない所や勉強しないといけないことがよくわかった。

40

41 フィードバックをもらえたから。
42 患者さんに関⼼を持つことが⼤事だと再認識できた。
43 知識と照らし合わせながら問診ができた
44 婦⼈科問診は他の科と違うことを聞く必要もあるので勉強になった。
45 久しぶりに医療⾯接できて、いろいろ思い出すことがてきて良かった。
46 どのように聞けば良いかわかった。普段の実習でも役⽴てたい。

47

48 型どうりに聞くのではなく、必要なことを聞いたら型のようになるのが分かりました。
49 症状についてさらに詳しく聞く必要があることがわかった
50 主訴について、鑑別診断を考えながら患者のストーリーを理解する練習をしなければならないとわかったから。
51 産婦⼈科疾患の医療⾯接をしたことがなかったので産科歴や⽉経歴など特徴的な質問や病歴を質問する経験ができた。
52 OSCEよりもさらに産婦⼈科的な問診の仕⽅が学べた
53 主訴は深く掘り下げたり必要ない質問はあえてしないなど気をつけるポイントがわかった。

54

55 このような機会は少ないのでよかった。
56 患者さんの⼼配を汲み取ることが出来なかった
57 実際にやってみるとできないことが多く、それを知ることができて有意義だった
58 産婦⼈科特有の問診の仕⽅を勉強できたのと、4年のオスキーの復習にもなった。
59 ⾊んな可能性があることと、患者さん⾃⾝に寄り添う気持ちがとても⼤切だと思った。
60 練習になりました
61 婦⼈科領域の⾯接で聞く事項を学べた
62 1年ぶりの医療⾯接でいい復習となった
63 ⼤変勉強になったため。
64 久々に医療⾯接の実習をして聞くべきことを思い出すことが出来ました。
65 ⾃分に⾜りないところに気づけました
66 あまり⾏う機会なかった医療⾯接を改めて学び直せた
67 婦⼈科の医療⾯接についてしっかり考えるいい機会だった。
68 オスキーだと婦⼈科に特化した内容は扱ってなかったので勉強になった
69 聞くべきことを学べた
70 主訴についての掘り下げ⽅など、実際にやってみて学べたことが多かった
71 産科特有の⾯接について学べた
72 婦⼈科での診察の仕⽅に触れられたから。

実際に産婦⼈科の問診を体験することで、医療⾯接の復習になるとともに⾃分が理解できていない点などについても学ぶこ
とができた。

時間が切迫しているのを気にしてテンポが速くなってしまったりしましたが、OSCEで学んだ医療⾯接に加えた産婦⼈科で
はどのように質問して、何を聞いていけばいいのか学ぶことができました。

模擬患者さんが実際にいると本当の患者さんのように実習できた上、先⽣⽅がフィードバックも丁寧にしてくださったか
ら。

OSCE以来、医療⾯接をすることがほぼなかったので、思い出すいい機会になった。患者さんに個別の質問を考えることが
⼤切だと感じた。



Q「いいえ」と答えた⽅、その理由を教えてください。
準備も何もなくの状態のため試⾏錯誤もできなかったので無意味に感じた

Qご意⾒があればお願いします。
このような機会をいただきありがとうございました。
この授業は勉強になるので今後もずっと続けて欲しいです。
とても勉強になりました。ありがとうございます。
ありがとうございました。


